
JTグループにおける労働安全衛生に関するモニタリング指標

*1　 業務上の疾病発生率 : 2021年度から2022年度は、新型コロナウイルス感染症に伴う増加
*2　 業務災害の重さの程度 : 2023年度から新規追加

・ 非財務情報の開示については、こちらをご覧ください。

・ 第三者検証については、こちらをご覧ください。

・ 本データの定義・計算方法等については、こちらをご覧ください。（英語サイト）
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業務上の死亡者数 業務災害による傷害または疾病で死亡した人数

従業員 0 2 0

派遣社員 0

第三者 7 5 3

2022 2023

0.02

派遣社員 1.16 0.59 0.00 0.08

0.03

請負業者 0 0 0

1.02

派遣社員 0.53

業務上の傷害発生率 100万労働時間当たりの、業務災害による傷害で休業となった人数

従業員 1.09

項目 定義 対象者 2021

業務上の疾病発生率*1 100万労働時間当たりの、業務災害による疾病で休業となった人数

従業員 2.37 2.96

業務災害の重さの程度*2 1,000労働時間当たりの、業務災害による傷害または疾病で休業となった日数

従業員 - -

1.16

0.03

派遣社員 - - 0.01 0.00

0.03

1.02

0.390.59

https://www.jti.co.jp/sustainability/about_our_reporting/index.html
https://www.jti.co.jp/sustainability/external_verification/index.html
https://www.jt.com/sustainability/reporting/bor/FY24.pdf

